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は じ め に 
 

 このたび，平成 23 年度における保健環境センターの業績をとりまとめ，年報第 30 号

として発刊する運びとなりました。皆様には，ご高覧の上，忌憚のないご意見を賜れば幸

いに存じます。 

 当センターは，県民の方々の保健衛生や環境保全に関する試験検査，調査研究及び情報

の収集などを行う機関として設置されておりますが，平成 23 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災で庁舎が被災したため，現在，三ヶ所に分かれて業務を行っております。この

ような状況の下，平成 23 年度は，一部の業務で縮小や中止になる事態となりましたが，

新しい本庁舎の建設，被災機器の更新など再建に向けた取り組みを行いながら，震災によ

る環境への影響調査などの緊急時対応業務にも取り組んで参りました。 

 現在，企画総務部の一部，生活化学部，常時監視，騒音・振動及び悪臭を除く大気環境

部，特定化学物質検査を除く水環境部は産業技術総合センターの施設を借用し，業務を再

開しております。センターがあった幸町の微生物部庁舎及び水環境部の特定化学物質検査

棟は被害が少なかったことから，現地で業務を続けております。また，企画総務部の残り

及び常時監視，騒音・振動及び悪臭に係る大気環境部の分析業務は旧消防学校に移転し業

務を再開しております。 

 平成 26 年度に予定している本庁舎の開設まで，三ヶ所に分かれての業務がしばらく続

き，皆様にはご不便をおかけしますが，保健環境センターが担う試験検査・調査研究の充

実強化など，県民の皆様の期待に十分応えられますよう，職員一丸となり取り組んで参り

ますので，更なるご指導，ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 

   平成 25 年 2 月 

 

宮城県保健環境センター 

所 長  大 内 習 一 
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